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症例報告の大切さ

• 症例報告は「珍しい症例」を書くものではない。

2

症例から学んだことを書くもの ＝ 症例報告を書ける人は、患者から学べる外科医

• 症例報告は価値が低いのか？

エビデンスピラミッドでは最下層だが、、、

新しい治療、術式は「たった1例の症例報告」
から始まる

腹腔鏡手術は
ここから始まった



症例報告って、、、

Q. 症例報告ってどうやって書くの？

Q. どういう症例を選んだらいいの？

A. 日々の臨床を行うだけで症例報告の7割の書き方は習得できている

A. 学会発表をした症例

• 抄録 ≒ abstract
• 発表までに症例の検査結果・画像の収集、考察のための勉強をしている



症例報告の目的（考え方）

読者が明日からの診療に行かせるような学びを与える！

カテゴリーは３つ！

➢ 希少性（Rare） こんな症例が存在する！
➢ 診断プロセス（Diagnostic Challenge） どう診断したか？
➢ 治療戦略・手技（Treatment Challenge） どう治療したか？

症例報告は、教育的価値を共有する目的（ただ珍しいだけでは不十分）
読者にClinical Implicationを伝える。

手術動画の投稿も可！
Surgical case reports HPより引用



症例報告の7割の書き方は習得できている

カンファレンスでの症例提示

原稿を作る作業 ＝ 症例報告の「症例提示」

症例提示
スライド

術前カンファレンス



症例報告の構成

1. タイトル

2. 要旨

3. はじめに

4. 症例

5. 考察

6. 結語

7. 参考文献、その他

最後に回していい

この論文で読者に伝えたいこと
→最後に記載

平日5日間で書き終わる方法！



1日目（月曜日）

症例の背景をまとめる ＝ 診断に至るまで

➢ 主訴

➢ 現病歴

➢ 既往歴

➢ 検査所見

➢ 画像所見

これこそ、毎日の臨床業務で繰り返し行なっていること！



2日目（火曜日）

症例の治療をまとめる ＝ 手術から術後経過

➢ 術中所見

➢ 病理所見

➢ 術後経過

これこそ、外科医の腕の見せ所！
どのような治療を行なって、どのような経過を辿ったのか

読者に訴える！



考察の書き方(残り3割の書き方)

「考察は文章を書くのではなく、自分の主張を積み上げる作業」

自分の思いついたことを並べる
調べた文献の書き写し

考察が書けないと思っている人は、
自分が伝えたいことがまとまってないだけ

疫学

診断

治療
パラグラフ・ライティング

（論文を読むときはパラグラフ・リーディング）

段落ごとに書く（読む）



各段落の書き方の基本

疫学

診断

治療

「PEEL」

P: Point (主張)
E: Evidence (根拠)
E: Example (具体例・文献)
L: Link (結論)

（例）
Point: 
「本症例は腹腔鏡手術が有用であった。」

Evidence: 
「腹腔鏡手術は低侵襲であり、術後癒着を減少させる可能性がある」

Example: 
「〇〇らは、○例を検討し、腸閉塞発生率が低かったと報告している」

Link: 
「したがって、本症例でも腹腔鏡手術の選択は妥当であったと考えられる」



3日目（水曜日）

疫学

診断

治療

今日は「疫学のパラグラフを書く！」

➢ 疾患の病態
➢ 症例の発生頻度

など
（参考文献は3つ程度）



4日目（木曜日）

終了

診断

治療

今日は「診断のパラグラフを書く！」
（「PEEL」を思い出して）

P: 我々はこのように診断した
E: なぜ、このような診断方法を用いたのか？
E: その根拠は？（参考文献は3つ程度）
L: よって、この診断方法を選択した



5日目（金曜日）

終了

終了

治療

今日は「治療のパラグラフを書く！」
（「PEEL」を思い出して）

P: 我々はこのように治療した
E: なぜ、このような治療方法を用いたのか？
E: その根拠は？（参考文献は3つ程度）
L: よって、この治療方法を選択した



Abstract、結語、参考文献について

結語 この論文で読者に伝えたいこと ＝ あなたがこの症例から学んだこと

しっかりと考えて、自分の言葉で書いてください

Abstract 「背景」「症例」「結果・経過」「考察・結語」（和文500文字、英文200word）
Summaryとの違いを理解
※ChatGPTを上手く活用

参考文献 Pubmed、Google scholar、UpToDateなどを駆使
※ 「ChatGPT」は絶対に駄目！



まとめ

✓症例報告の7割は日常診療で培われている

✓残り3割の考察は「パラグラフ・ライティング」



英文の症例報告について

➢書き方、考え方は日本語と全く同じ

➢まずは、「自分が症例報告を通じて学んだこと」、
「読者に伝えたいこと」を、自分の言葉（日本語）で書く
ことが大事！

➢日本語で症例報告を書くことができれば、
あとは英語の問題



Take home message

✓ 「症例報告は簡単に書ける」=「価値が低い」 というわけではない

✓ 「書く」という行為を重荷に思わないでほしい

✓自分自身の、そして医療の発展のために、症例報告を一生書き続けてほしい



投稿雑誌

今回の19例の症例報告が
2週間後には全て論文になっていることを願います

日本臨床外科学会雑誌（和文） Surgical case reports（英文）

(年間800本の投稿
採択率45％程度)
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